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国際シンポジウム

被爆80年を
超えて 核軍縮の専門家を講演者として迎え、若い世代が平和

について考え「ヒロシマの心」を育む機会とします。
また、広島での滞在を経験した海外の研究者による
パネルディスカッションでは、多様な視点からの平和
研究の成果を報告します。

「ヒロシマで学ぶ」～海外研究者の研究報告～

■ モデレーター 
 佐藤 史郎（広島市立大学広島平和研究所 教授）
■ 報告者
● フランコ・エスコバ （英・キール大学）
● エリザベス・チャペル （英・オープン大学）
● ヴァシレヴァ・ヴラデサヤ・ビラノヴァ
 （広島大学平和センター 特任助教）

パ ネ ル

転換期にある今日の
世界における核軍縮の展望

テーマ

 （国際連合 事務次長）
中満 泉20
2512.21日

14:00~16:00（開場 13:30）
◆同時通訳（日･英）【手話通訳･要約筆記付】

広島平和記念資料館東館
 地下１階　メモリアルホール

◎事前申込要

参加申込は
こちらから

お
申
込
み

入場無料

どなたでもご参加いただけます
◎先着200名

会場

対象

基調講演

（予定）



80 80 81
【お問い合わせ】
            　一般社団法人ヒロシマ平和研究教育機構

（平日 8:30～17:15）
082-207-2516info@hpf-peace.jp

リンク先の
申込専用フォームから
お申し込みください。
https://forms.office.com/r/1vfbG0w02R

※先着順（200 名）での受付となります。

日 時  2025 年12月21日（日）14:00～16:00
会 場  広島平和記念資料館東館地下１階　メモリアルホール
 〒730-0811広島県広島市中区中島町1-2

◎入場無料◎同時通訳（日･英）◎手話通訳･要約筆記付

早稲田大学法学部卒業。米国ジョー
ジタウン大学大学院修士課程修了
（国際関係論）。国連難民高等弁務官
事務所、International IDEAなどで
様々なポストを歴任後、一橋大学教
授、国際連合平和維持（PKO）局政
策・評価・訓練部上級部長、同局ア
ジア・中東上級部長、国連開発計画
（UNDP）危機対応局局長・国連事務
次長補、難民・移民サミットのフォロー
アップに関する特別顧問代行を経て、
2017年から現職。

中満 泉
国連事務次長・軍縮担当上級代表

基調講演者 プロフィール

プログラム

パネル  「ヒロシマで学ぶ」～海外研究者の報告～

広島短期滞在プログラム「HPP Fellowship」… 　平和学や平和研究に取り組
む海外の若手研究者を招へいし、広島大学又は広島市立大学において研究活動
を行うことを支援するヒロシマ平和研究教育機構のプログラム。

開会挨拶 松井 一實 （広島市長）
基調講演 転換期にある今日の世界における核軍縮の展望（予定）
   中満 泉 （国際連合 事務次長）
質疑応答
パネル「ヒロシマで学ぶ」～海外研究者の研究報告～
 モデレーター： 佐藤 史郎（広島市立大学広島平和研究所 教授）
 報 告 者 ： フランコ・エスコバ （英・キール大学 広島短期滞在プログラム参加者）
  エリザベス・チャペル（英・オープン大学 広島短期滞在プログラム参加者）
  ヴァシレヴァ・ヴラデサヤ・ビラノヴァ（広島大学平和センター 特任助教）
閉会

14:00-14:05
14:05-14:45

14:55-15:10
15:10-16:00

16:00

後日、基調講演～パネル部分について、
ヒロシマ平和研究教育機構ウェブサイトにて
オンデマンド配信します。

モデレーター

報告者

ヴァシレヴァ・ヴラデサヤ・ビラノヴァ 
広島大学平和センター 特任助教 

● 事前収録映像による報告

エリザベス･チャペル
英・オープン大学

佐藤 史郎
広島市立大学広島平和研究所 教授

フランコ･エスコバ
英・キール大学

広島短期滞在
プログラム
参加者

広島短期滞在
プログラム
参加者80 81

被
爆
80
年
を
超
え
て

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

参加申し込み 事前申込制


